
　一方、井戸在住の福島白（あきら）氏も、長年

にわたって銅鉱石を採集されてきました。そのほ

とんどが銅ノ入沢の一つ南の古沢より採集され

たものです。大きな転石を人力で沢からおろし、

御自宅近くに多数保管されてきました。今回は福

島氏に資料を見せていただくとともに、沢に残る

転石を御案内いただいて現地調査を行いました。

古沢のものは、比較的シンプルな層状の構造をし

ており、銅ノ入沢と異なった岩相でした。

　そこで、旧長綜合博物館所蔵の自然銅１点と、

古沢のサンプル１点を切断し、国立科学博物館に

おいてEDS分析をしていただきました。その結果、

前者は赤銅鉱（微量の赤鉄鉱を含む）中に自然銅

が存在しており、後者はCu-S系鉱物であり、主

にデュルレ鉱と微細な黄銅鉱、斑銅鉱から構成さ

れていました。つまり前者は酸化銅、後者は硫化

銅が主体ということになります。

　酸化銅は過熱するだけで粗銅が得られるため

より原始的な方法で銅を精錬することができま

す。和銅産地の謎を解く鍵はこの辺にあるのかも

しれません。

秩父産「菊花石」

　「菊花石」は、玄武岩にあられ石などが放射状

に結晶してできると考えられ、これが岩石に花

開いたように見えることから、盆石・水石として

珍重されます。国指定天然記念物に指定されて

いる岐阜県本巣市根尾谷産の「菊花石」が有名で
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す。秩父地域でも少量産出し珍重されてきました

が、放射状の構造が明瞭ではなく見劣りするもの

でした。ところが、旧長綜合博物館所蔵のもの

は、根尾谷産のものではないかと思うほど美しい

模様のものでした。秩父産「菊花石」の産地は皆

野町日野沢などが伝えられていますが、現在では

知る人も少なく不明瞭となっています。秩父地域

でもこのような産状のものが存在するのか、それ

はどの層準か、成因は？など疑問は深まるばかり

です。この秋追跡調査を行う予定です。

　最後になりましたが、自然銅の調査において、
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「菊花石」（秩父産）

H290mm×W260mm×D100mm
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